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　株主の皆様には日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申

し上げます。

　この度、当社第67期（2012年4月1日から2013年3月31

日まで）の第2四半期決算を行いましたので、ご報告申し上

げます。

　当第2四半期累計期間におけるわが国経済は、自動車関連

での持ち直しや震災からの復興需要を背景に一部では明る

い兆しもありましたが、欧州問題や長期化する円高、中国

の低迷など、先行きに不透明感が残る状況で推移しました。

　当社グループを取り巻く事業環境においては、国内生産

財分野では、自動車販売の伸びに牽引された設備需要の回

復や電子部品関連向けへの販売が底堅く推移しました。一

方、海外生産財分野では、自動車産業を中心として医療機

器や資源関係など、米国製造業が力強さを回復してきてい

るものの、中国での景気減速やEMS関連企業での設備投資

の一服感もあり、厳しい状況での推移となりました。消費

財分野では、太陽光発電システムの案件は増加しましたが、

新設住宅着工戸数の伸び悩みや、防災・節電関連商材も昨

年の需要を下回る状況となりました。

　このような情勢下、当社グループは、当期を最終年度と

する中期経営計画『VISTA-3S』の方針に基づき、事業部

制への移行を行い、それぞれの事業領域（マーケット）に

見合った資源配分と権限委譲を進め、新たな成長戦略を描

き企業価値の一層の向上に取り組んでまいりました。

　以上の結果、当第2四半期累計期間の連結売上高は、

187,361百万円（前年同期比3.5%増）となりました。利

益面につきましては、営業利益は5,380百万円（同、0.1%

増）、経常利益は5,641百万円（同、1.2%増）、四半期純利

益は3,364百万円（同、1.7%増）と僅かながらも増収・増

益となりました。
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生産財および消費財事業のさらなる基盤の充実と一層の
拡充を図ってまいります。

株主の皆様へ
To Our Shareholders
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代表取締役社長
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　今後の見通しにつきましては、中国での状況や長引く円高の影響など、

引き続き厳しい状況が続くものと思われます。そうした状況下、当社グ

ループは海外対応力の強化を含む生産財事業のさらなる基盤の充実と消

費財事業の一層の拡充を図ってまいります。

　通期の連結業績予想につきましては、売上高375,000百万円、営業利

益11,000百万円、経常利益11,300百万円、当期純利益6,200百万円を

見込んでおります。

　今後とも、より一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。

　最後になりますが、株主の皆様のますますのご健勝とご発展を心より

ご祈念申し上げます。

　2012年12月
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事業別の概況

売上高の推移（百万円）

機械事業部
Machine tools

機工事業部
industrial tools & 
equipMent

売上高の推移（百万円）

国際事業本部
international
operations

売上高の推移（百万円）
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主要なユーザー層である自動車関連産業の
回復や航空機関連での伸びなどにより、緩や
かながら回復基調を維持しました。その結
果、売上高は25,594百万円(前年同期比
14.2%増)となりました。

工場内節電対策機器やマテハン機器の需要
が底堅く推移し、環境関連機器も増加しまし
た。その結果、売上高は55,511百万円(前年
同期比5.5%増)となりました。

中国の成長鈍化や景況の停滞感、また、EMS
関連企業での設備投資の延期など、これまで
成長の牽引役だった地域が厳しい推移とな
りましたが、米国をはじめ、アセアン地域な
どが好調を維持しました。その結果、売上高
は42,738百万円（前年同期比7.6%増）とな
りました。
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新設住宅着工戸数の伸び悩みや電力不足を背
景に、主力商材であるエコキュート（オール電
化）の需要が縮小しました。一方で、太陽光発
電システム関連需要は着実に増加しました
が、単価の下落が著しく、全般に横ばいでの推
移となりました。その結果、売上高は24,867
百万円（前年同期比0.4%増）となりました。

主力の扇風機などは好調に推移しましたが、
前期にあった地デジ化や防災・節電関連商材
の特需の落ち込みや、厳しい残暑の影響など
による冬物商材の出荷遅れなどもあり、総じて
厳しい状況となりました。その結果、売上高は
35,361百万円（前年同期比8.4%減）となり
ました。

24,867
百万円

35,361
百万円

Operating Results
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四半期連結財務諸表
Consolidated Financial Statements

　四半期連結貸借対照表（要旨） 　四半期連結損益計算書（要旨）
科　目

当第2四半期（累計）
（2012年4月 1日から

2012年9月30日まで）
前第2四半期（累計）
（2011年4月 1日から

2011年9月30日まで）
売上高 187,361 181,012

売上原価 163,801 157,522

売上総利益 23,560 23,489

販売費及び一般管理費 18,179 18,113

営業利益 5,380 5,376

営業外収益 1,054 949

営業外費用 793 749

経常利益 5,641 5,575

特別利益 3 0

特別損失 239 94

税金等調整前四半期純利益 5,404 5,482

法人税、住民税及び事業税 865 2,181

法人税等調整額 1,169 △18

法人税等合計 2,034 2,162

少数株主損益調整前四半期純利益 3,370 3,319

少数株主利益 6 9

四半期純利益 3,364 3,309

（単位：百万円） （単位：百万円）

科　目 当第2四半期末
（2012年9月30日現在）

前期末 
（2012年3月31日現在）

資産の部

流動資産 136,518 137,495

固定資産 18,189 20,064

有形固定資産 9,538 10,334

無形固定資産 1,224 1,286

投資その他の資産 7,426 8,442

資産合計 154,707 157,560

負債の部

流動負債 108,741 112,310

固定負債 1,177 1,733

負債合計 109,919 114,044

純資産の部

株主資本 47,698 45,084

資本金 7,909 7,909

資本剰余金 6,081 6,081

利益剰余金 33,723 31,109

自己株式 △16 △16

その他の包括利益累計額 △2,962 △1,616

その他有価証券評価差額金 88 767

繰延ヘッジ損益 △50 27

為替換算調整勘定 △3,000 △2,411

少数株主持分 52 48

純資産合計 44,788 43,515

負債・純資産合計 154,707 157,560

財 務 諸 表 の
開示について

詳細な財務諸表については、当社ホームページの
「株主・投資家情報」にて開示しております。
右記のURLからご参照ください。

http://www.yamazen.co.jp/japanese/ir/
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株式の状況／会社概要
Stock Information ／Corporate Profile

所有者別株式分布状況

大株主の状況

取締役及び監査役

商 号
設 立
資 本 金
本 社 所 在 地
　 大 阪 本 社
　 東 京 本 社

主要取引銀行

従 業 員 数
建 設 業 許 可

株式会社　山　善
1947年（昭和22年）5月30日
7,909百万円

〒550-8660　大阪市西区立売堀2-3-16

〒108-8217　 東京都港区港南2-16-2 
太陽生命品川ビル

※  東京本社は、2012年10月9日より上記住所へ 
移転しました。

みずほコーポレート銀行・りそな銀行・
三井住友銀行・三菱東京UFJ銀行・
みずほ信託銀行
2,404名（連結）
国土交通大臣許可（特・般-21）第23080号

代表取締役社長 𠮷 居 　 亨 最高経営責任者（CEO）

代表取締役副社長 清 木 勝 彦 最高執行責任者（COO）

専 務 取 締 役
上席執行役員 山 本 政 美 国際事業本部長

専 務 取 締 役
上席執行役員 中 田 　 繞 機工事業部長

常 務 取 締 役
上席執行役員 寺 坂 充 生 大阪営業本部長

常 務 取 締 役
上席執行役員 掛 川 隆 司 最高財務責任者（CFO）管理本部長

常 務 取 締 役
上席執行役員 佐々井　昭　三 東日本営業本部長

取 締 役
上席執行役員 雷 　 陽 次 住建事業部長

取 締 役
上席執行役員 麻 生 太 一 家庭機器事業部長

常 勤 監 査 役 岩 口 　 勇

常 勤 監 査 役 山 﨑 公 明

監査役（社外） 阪 口 　 誠

監査役（社外） 吉 村 　 勲

株主名 持株数 持株比率

山 善 取 引 先 持 株 会 8,275（千株） 8.81（%）

東 京 山 善 取 引 先 持 株 会 5,943 6.33

株 式 会 社 森 精 機 製 作 所 3,542 3.77

山 善 社 員 投 資 会 3,429 3.65

株式会社みずほコーポレート銀行 3,272 3.48

株 式 会 社 り そ な 銀 行 3,067 3.26

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信 託 銀 行 株 式 会 社（ 信 託 口 ） 2,512 2.67

名 古 屋 山 善 取 引 先 持 株 会 2,327 2.47

日 本 ト ラ ス テ ィ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 株 式 会 社（ 信 託 口 ） 1,903 2.02

九 州 山 善 取 引 先 持 株 会 1,422 1.51

発行可能株式総数 200,000,000株

発行済株式の総数 93,840,310株

株主数 6,202名

　株式の状況 　会社概要

（2012年9月30日現在）

個人・その他
37,173千株
（39.64％）

金融機関
24,238千株（25.82％）

外国法人等
9,720千株（10.35％）

証券会社
271千株（0.28％）

その他の国内法人
22,438千株
（23.91％） 93,840千株
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トピックス
Topics

技能五輪PR誌を寄贈　長野県に6万5千部

「イエソラ」　航空写真診断サービスを追加
　住建事業部が運営する太陽光発電システム導入シミュレーションサイト「イエソラ」に、航
空写真診断サービスを追加しました。航空写真と家の屋根情報などの入力により、予測発電量
や家計への貢献金額、CO2削減量、その地域の補助金情報などが一括で分かる便利機能。グー
グル地図で該当住所の航空写真を使うため、発電量の増減に関わりが深い屋根の方角も分かり
やすく、自宅でどれだけの発電量を見込めるかの概算が簡単に診断できるようになりました。

　「長野技能五輪・アビリンピック2012（第50回技能五輪全国大会・第33回全国障害者技能競
技大会）」に協賛し、地元若年層向けの大会PR誌として6万5千部発行した「ものづくり図鑑」（A4
判、86頁）を長野県に寄贈しました。大会PR誌の寄贈は茨城（09年）、神奈川（10年）に続
き3回目。9月4日には長野県庁で寄贈式を行い、当社副社長が阿部守一県知事に「ものづくり
図鑑」を手渡しました。大会の概要、競技のポイント、競技に関わる職業などを掲載したPR誌
は県内中学校、特別支援学校中学部の生徒全員に配布され、職業教育などにも活用されています。

阿部知事（右）と清木副社長（左）

2012年10月17日（水）信濃毎日新聞

■「ものづくり図鑑」を活用してさまざまな仕事について学ぶ『WAZACAN（ワザキャン）出前講座』が行われました ■
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証券会社に口座をお持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先
お取引の証券会社になり
ます。

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行　証券代行部

電話お問い合わせ先 Ⓡ0120-288-324

お 取 扱 店
みずほ信託銀行　全国本支店
みずほインベスターズ証券　全国本支店

未払配当金のみ、みずほ銀行 全国本支店でもお取扱いいたします。

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」
の郵便物送付先・電話お
問い合わせ先までご連絡
ください。

単元未満株式の買取・買増以外の
株式売買はできません。

株主メモ
事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
剰余金の配当基準日 3月31日（中間配当を行う場合は9月30日）
定 時 株 主 総 会 6月下旬
単 元 株 式 数 100株
上 場 証 券 取 引 所 株式会社東京証券取引所　市場第1部

株式会社大阪証券取引所　市場第1部
公 告 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたします。

ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をすることがで
きない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

お部屋で手軽にガーデニングライフ

LEDプランター『お部屋畑』
リビング、寝室、キッチンなど、お部屋のさまざまな場
所で植物栽培の楽しさを味わうことができるプランター
が登場しました。LEDの光が日光の代わりになり、日当
たりを気にせず1年中栽培を楽しむことができます。市
販のプランターを置くだけの鉢植え栽培や、土を全く使
わない水耕栽培で、誰でも簡単にプチガーデニングをは
じめられます。

http://www.yamazen.co.jp/yamazenbook/product/ufufu/

インターネットショップ「くらしのeショップ」にて先行販売中
http://www.rakuten.co.jp/e-kurashi/

PICK UP

おすすめアイテム

※ みずほインベスターズ証券は、2013年1月4日以降はみずほ証券となります。


